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▼ Society5.0 ｜内閣府の目指すSociety5.0

i-Constructionに必要な知識と技術

内閣府が推奨する科学技術基本計画で，2016年(平成28年)1月22日、平成
28～32年度の第5期基本計画が閣議決定されました。

出典：内閣府https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/



▼ Society5.0 ｜内閣府の目指すSociety5.0

出典：内閣府https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/
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▼ Society5.0 ｜内閣府の目指すSociety5.0

出典：内閣府https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/
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▼ Society5.0 ｜首相官邸の目指すSociety5.0

出典：首相官邸 https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/portal/training/
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▼ Society5.0 ｜i-Construction
i-constructionとは、2016 年から国土交通省が進めている「建設現場にICT を活用し
ようとする取り組み」です。ICTとは情報通信技術のことで、簡単にいうと、コン
ピューターやネットワークなどの新しい技術を、建設現場に広めていこうとしてい
るわけです。i-constructionには、情報化を前提とした新基準が盛り込まれています。

i-Constructionに必要な知識と技術



▼土木のIT技術｜Society5.0

下談を関が出展に加筆 出典：NTT西日本https://flets-w.com/user/point-otoku/knowledge/

土木の
視点

・パソコン，WS，計測機器
・報告書作成ソフト
・図面作成ソフト CAD
・BIM/CIM
・解析ソフト
・積算ソフト Excel他
・合意形成ソフト ppt，
・計測データ
・観察映像

・メール
・会議 Teams,Zoom他
・講演会，学術発表会

・制御機械（ＭＧ．ＭＣ．ＬＲ）
・UAV（ドローン）
・ICT建機
・衛生画像
・ＶＲ

・自動運転建機
・橋梁維持管理用センサー
・自動水位計
・運行管理

・室内電気
・エアコン
・ドア施錠

人と機械が繋がる技術のこと

i-Constructionに必要な知識と技術
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▼土木のIT技術｜BIM・CIM

BIM Building Information Modelingの略称で、コン
ピューター上に作成した3次元の建物のデジタ
ルモデルに、コストや仕上げ、管理情報など
の属性データを追加した建築物のデータベー
スを、建築の設計、施工から維持管理までの
あらゆる工程で情報活用を行うためのソ
リューションです。

AUTODESK社

CIM Construction Information Modeling の略称で，
2012年に国交省によって提言された建設業務
の効率化を目的とした取り組みです。建築分
野で進められていたBIMに倣ってスタートし
ました。
現在は「Construction Information Modeling /  
Management」と定義され、ライフサイクル
全体を見通した情報マネジメントと、3次元
モデルを活用した情報の見える化が並行して
実践されています。 http://cimjapan.com/about/index.html

http://bim-design.com/about/index.html

i-Constructionに必要な知識と技術



BIM/CIMモデルの考え方

2020年2月5日
国土交通省 第3回 BIM/CIM推進委員会資料より
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CIM導入ガイドラインの改定（令和2年度）

令和元年度追加

２０２０年６月２６日 国土交通省BIM/CIM推進委員会 第6回基準要領等検討WG参考資料より



○発注者におけるBIM/CIM実施要領（案）（R2.3）

○BIM/CIM活用ガイドライン（案）（R2.3）
・共通編
・「BIM/CIMモデル作成事前協議・引継書シート」（Excel）

○CIM導入ガイドライン（案）（R2.3）
・第１編 共通編
・第２編 土工編
・第３編 河川編
・第４編 ダム編
・第５編 橋梁編
・第６編 トンネル編
・第７編 機械設備編
・第８編 下水道編 （R1.5）
・第９編 地すべり編（R1.5）
・第10編 砂防編
・第11編 港湾編

BIM/CIM基準要領等（最新版）
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○BIM/CIM活用における「段階モデル確認書」作成手引き【試行版】（案）
（R1.5）

○データ交換を目的としたパラメトリックモデルの考え方（素案）（R2.3）

○土木工事等の情報共有システム活用ガイドライン（R2.3）

○３次元データを契約図書とする試行ガイドライン（案）（R2.3）

○土木工事数量算出要領（案）に対応するBIM/CIMモデル作成の手引き（案）
（R2.3）

○３次元モデル表記標準（案）（R2.3）

○３次元モデル表記標準（案）に基づく３DAモデル作成の手引き（案）
（R2.3）

○設計－施工間の情報連携を目的とした４次元モデル活用の手引き（案）
（R2.3）

i-Constructionに必要な知識と技術



○BIM/CIM成果品の検査要領（案）（R2.3）

○BIM/CIM設計照査シートの運用ガイドライン（案）（R2.3）

○BIM/CIM設計照査シート（Excel）
・橋梁編 樋門・樋管編 築堤護岸編 道路編
トンネル編 共同溝編 仮設構造物編

○BIM/CIM活用工事における監督・検査マニュアル（案）（R2.3）

○BIM/CIMモデル等電子納品要領（案）及び同解説（R2.3）

○土木IFC対応ソフトウェア確認要件（案）（R1.5）

○LandXML1.2に準じた３次元設計データ交換ソフトウェア確認要件
（案）（R1.5）

i-Constructionに必要な知識と技術



CIM導入ガイドラインの再編（令和３年度）

２０２０年６月２６日 国土交通省BIM/CIM推進委員会 第6回基準要領等検討WG参考資料より
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○平成24年度から橋梁、ダム等を対象に3次元設計（BIM/CIM）を導入し、着実に増加。
○令和元年度は、361件（設計業務：254件、工事：107件）で実施。
○令和２年度からは、令和5年度原則導入に向けて件数拡大。

２０２０年６月２６日
国土交通省 BIM/CIM推進委員会 第6回基準要領等検討WG参考資料より

BIM/CIM活用業務・工事件数の推移

累計事業数 設計業務：545 工事：446 合計：991
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Industry Foundation Classes
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インフラ再生委員会
委員長：山中 庸彦 清水建設(株)専務
社会インフラの大更新時代の到来や情報
通信技術の進展を見据えた対応の強化を
図るために、以下の諸活動を推進します。
1.維持管理・更新等のインフラ再生事業
に関する調査検討
2.BIM/CIMの導入推進および3次元データ
等の利活用に向けた検討
3. ICTを活用した建設生産システムの効率
化(i-Construction)に関する検討
4.無人化および自動化・ロボット化技術
の実用化に向けた検討

i-Constructionに必要な知識と技術

149頁
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ダム
トンネル

シールド

地下構造物

大規模土工

道路
橋梁河川

港湾

一般

鉄道
維持管理解体修復

2019施工CIM事例集
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施工CIM事例集

施工CIM2019事例集の動向

・出来形管理，計測管理が多い
・形状理解，シミュレーションも多い
・高性能化，高度解析は低い
・施工省力化に関する内容はほぼゼロ
・リスク分析，ロス無しが今後発展か
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コンサルタンツ



蒲郡バイパスの道路詳細設計を試行業務と
し、
時間軸を考慮した四次元モデリングに挑戦。
CIM※1とはICTを活用し、調査・設計段階から
三次元モデルを導入。施工・維持管理まで連
携・発展させ、建設生産システムを一元化し
効率を図るもの。国交省では建築分野におけ
るBIM※2の思想を取り入れ、土木建設分野全
般に運用するため、CIMの導入を検討してき
た。
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業務名：荻原地区樋門及び橋梁詳細設計業務
（平成25年度ＣＩＭ試行業務）

発注者：北陸地方整備局 千曲川河川事務所

本業務は、一級河川犀川支川松葉沢と支川宮沢川
周辺において、排水樋門の詳細設計、犀川築堤の修
正設計、荻原地区堤防嵩上げに伴う箱形管渠詳細設
計を実施したものです
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パシフィックコンサルが土木設計の生産性改革

https://www.pacific.co.jp/
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パシコンが土木設計のCIMで、ダッソーの
3D CAD「CATIA」を選んだワケ

https://www.pacific.co.jp/
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CIMとはConstruction Information Modeling の略になり
ますが、国土交通省では建築分野で導入されている
BIM（Building Information Modeling）を土木分野におい
ても導入拡大を図るため、H28年度CIMの一般化を目
標として、様々な工事や業務でのCIM技術導入のため
の試行が行われています。同技術の導入によって設計
成果が3次元化されるだけでなく、計画・設計・施工
や維持管理までを包括したコンサルタントの役割を変
化、広域化させるものと予想しています。

https://www.pacific.co.jp/
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日本では1990年代より15歳から64歳までの
「生産年齢人口」が減り続けています。特に
建設業はその影響を大きく受けており、今後
の人手不足は厳しくなる一方です。
2005年度からオートデスク（株）の土木用3

次元CADを導入し、3D設計をスタートさせ、
現在では様々な分野の技術者が自ら、3D設計
に取り組んでいます。
さらにBIM/CIMを活用するために不可欠な基
礎的能力を身に着け、BIM/CIM事業での的確
な指示・判断が行えるように、社内にCIM資
格制度を創設し、各技術者の能力研鑽を進め
ています。

https://www.yachiyo-eng.co.jp/

BIM/CIMを活用して、
労働生産性20%向上を実現
概要



合意形成を得るのに有効

当社は2015年に「CIM推進セン
ター」を設置し、業務の中にCIMを
積極的に取り入れてきました。
今回、ゼンリンさんの「3D都市モ
デルデータ」を活用したのは、関係
者への計画説明をより説得力のある
ものにしたいという目的です。
計画の説明において、設計する構造
物については、われわれがモデル化
しますが、周辺環境をいかにリアル
に見せることも非常に大きなポイン
トです。
設計対象物や周辺環境との位置関係
が分かりやすく、何よりも「現実で
あり、ありのまま」を伝えることが
できます。
当然、計画に対する理解度を高める
ことができます。

i-Constructionに必要な知識と技術

https://www.n-koei.co.jp/
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中央復建コンサルタンツ：モデルを「使う」組織へ／施工、維持管理の連携意識
オリエンタルコンサルタンツ：新提案への流れつくる／ビジョン示し一般化へ本腰
建設技術研究所：東と西で推進体制確立へ／点検時のデータベース構築
日本工営：維持管理見据えモデル活用／生産性向上にシフト
エイト日本技術開発：ワンストップで差別化／事業部主体に現場レベルの展開
復建調査設計：事業部門が先頭に立ち実践／コーディネーター育てる
大日本コンサルタント：野広げ時代を切り開く／合意形成への有効な手段実感
長大：グループつなぎ内製化 ／道路構造皮切りに他部門へ
基礎地盤コンサルタンツ：地質リスクを可視化する／海外の実績生かし切り開く
応用地質：地盤モデルには物性情報／情報つなぎ、リスク最小化

ｉ―Ｃｏｎモデル事務所
関東地方整備局甲府河川国道事務所：地元企業含め一丸で取組む
近畿地方整備局豊岡河川国道事務：地域のＩＣＴ活用機運高める

国土交通省が直轄事業でＢＩＭ／ＣＩＭの積極活用に乗り出し、呼応するよう
に建設コンサルタントの動きにも慌ただしさが出てきた。２０１９年度の活用
業務・工事数は前年度の２００件超を大きく上回り、倍増の４００件規模に達
する見通し。建設コンサル各社は体制を拡充し、急増する活用業務への対応強
化に乗り出す。その道筋には、次のステージを見据えた戦略が見え隠れする。

CIMの道筋 ～設計者の挑戦～ 建設通信新聞社
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設計CIMの動向

これまでの
設計DATA

ARCHIVES

設計作業の効率化

今回作成の
設計DATA

設計作業の簡略化

設計作業の省力化

施工DATA

設計作業のデジタル化
・モデリング
・シミュレーション
・解析結果の見える化

設計能力の拡張
・合意形成（関係者・住民）
・課題の早期抽出
・現象・解析の理解
・2D図面から３D造形へ
・設計課題の早期抽出

設計領域と施工領域のリンク

・設計図書の管理
・施工図の管理
・施工中の品質管理
・施工中の設計変更
・施工中の工法変更
・竣工図書の管理

施工領域とデジタル化
・測量技術
・施工機械のアシスト
・品質管理
・出来形管理

維持管理DATA

設計のパターン化
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第1回i-Construction公開ワークショップ資料を公開いたしました．（05/27更新）
1. 寄付講座の活動概要
2. 招待講演
（1）国土交通省データプラットフォームとオープンなエコシステムの形成に向けて
（2）静岡県におけるデータプラットフォームの利活用

3. 研究活動紹介
（3）河川の統合管理を目指したインフラデータプラットフォームの活用
（4）道路管理の効率化に向けたインフラデータプラットフォームの活用
（5）都市のデジタルツインを活用した将来の社会インフラサービス
（6）地下インフラデータプラットフォームの構築
（7）インフラデータプラットフォームを活用した建設機械制御

第2回i-Construction公開ワークショップ資料を公開いたしました．
1. 寄付講座の活動概要
2. 基調講演
（1）BIM,IoTが拓くイノベーション-そのシナリオと課題

3. 研究活動紹介
（1）空間情報処理技術・ロボット化技術を用いたi-Constructionの実現
（2）CPSを活用した建設業の生産性向上
（3）土木躯体工事におけるCPSを活用した施工管理システムの開発
（4）ブロックチェーンを活用したサプライチェーンマネジメントシステムの開発

4. パネルディスカッション

i-Constructionに必要な知識と技術



第3回i-Construction公開ワークショップ資料を公開いたしました．
1. 寄付講座の活動概要
2. 基調講演
（1）建設現場の労働災害の現状と課題
（2）グローバルな安全の新潮流協調安全Safety2.0 
3. 研究活動紹介
（1）生体計測を用いた作業員の安全管理
（2）4Dモデルを活用した建設工事の安全管理手法
（3）建設機械のロボット化と安全性向上

4. パネルディスカッション

i-Constructionに必要な知識と技術



i-Constructionに必要な知識と技術

Construction technology study group using information technology｜Nihon University,CST,
情報技術を用いた建設技術研究会|日本大学理工学部

2012年 UAVによる建設技術の適用に関する研究

2004年 ３Dシミュレーションによる景観検討に関する研究

2011年 モデリングによるテクスチュアに関する研究

2019年 MRによる安全教育に関する製品開発支援

2016年 VRによる安全教育に関する研究

2015年 VRによるヒューマンスケールに関する研究

2013年 VRによるVDWC最優秀賞受賞

2016年 VRによる安全教育のコンテンツ開発支援

2005年 デジタルプラットフォームに関する研究

2018年 i-Construction 土工技術に関するPV作成

2019年 建設会社に関するPV作成

2014年 IT技術を利用した土木デザインの展開



▼i-Constructionの今後｜VR⇒MR

土木・建設業界で働くということ
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第一部はここまでです．


